
小川南小学校開校式・入学式開催

　4月 8日小川南小学校が開校しました。
　4月 9日には開校して初めての入学式が執り行われ
ました。入場するときの新入生は緊張した表情でした
が、担任の先生に名前を呼ばれると元気な声で返事を
していました。
　スポーツや勉強など、いろいろなことに挑戦して楽
しい学校生活を送ってほしいと思います。
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2令和元年 5月 9日　広報おみたま

　

四
月
八
日
に
、「
小
川
小
学
校
」
と
「
橘

小
学
校
」
が
統
合
し
誕
生
し
た
「
小
川

南
小
学
校
」
の
開
校
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

児
童
代
表
と
し
て
、
六
年
生
の
山
中

咲
さ
ん
は
、「
両
校
の
お
互
い
の
良
さ
を

認
め
合
い
、
伝
統
を
生
か
し
て
、
よ
り

良
い
学
校
に
し
て
い
き
ま
す
。」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

保
護
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
、

学
校
職
員
な
ど
、 

～
子
ど
も
た
ち
に
よ

り
良
い
教
育
環
境
で
学
校
生
活
を
過
ご

し
て
も
ら
い
た
い
～ 

と
の
強
い
願
い
か

ら
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

「
小
美
玉
市
立
小
川
南
小
学
校
」
が
開
校

【
本
市
が
目
指
す

　
　
　
　

よ
り
良
い
教
育
環
境
】

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学

校
の
適
正
規
模
お
よ
び
適
正
配
置

に
つ
い
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
検

討
す
る
た
め
、「
地
域
的
な
特
性

へ
の
配
慮
」
と
「
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環
境
」
と

い
う
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
二
年

に
、
幅
広
い
分
野
の
委
員
で
組
織

す
る
「
小
美
玉
市
学
校
規
模
・
学

校
配
置
適
正
化
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
に
は
同
検
討
委

員
会
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
教
育

環
境
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
答
申

を
受
け
、
こ
の
答
申
を
指
針
と
し

な
が
ら
、
平
成
二
十
七
年
に
は
、

「
小
美
玉
市
立
小
中
学
校
規
模
配

置
適
正
化
実
施
計
画
」（
実
施
計

画
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

実
施
計
画
を
基
に
、
小
川
小
学

校
・
橘
小
学
校
に
よ
る
統
合
小
学

校
の
開
校
に
向
け
、
平
成
二
十
七

年
に
は
、
保
護
者
、
地
域
住
民
、

学
校
職
員
、
識
見
者
で
構
成
す
る

「
小
学
校
統
合
準
備
委
員
会
」
を

設
置
し
、
四
年
度
に
亘
っ
て
、
計

十
六
回
の
協
議
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

児童代表挨拶：山中　咲さん（6 年）

作
成
者
：
藤
代 

範
雄 

氏
（
小
美
玉
市
在
住
）

　

新
た
な
歴
史
を
歩
み
始
め
る
小
川
南
小
学

校
と
、
そ
こ
に
集
う
子
ど
も
た
ち
か
ら
慣
れ

親
し
み
愛
さ
れ
る
象
徴
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

145
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

～
小
川
小
学
校
　
橘
小
学
校
～

橘小学校
明治 6 年：開校（守成学舎）
昭和 22 年：橘小学校と改称
昭和 34 年：鉄筋校舎竣工
昭和 48 年：体育館竣工
児 童 数：158 名

小川小学校
明治 6 年：開校（閑道小学校）
明治 8 年：小川小学校と改称
昭和 45 年：鉄筋校舎竣工
昭和 48 年：体育館竣工
児 童 数：324 名

小
川
南
小
学
校
校
歌

　
　
夢
色
の
大
空

　
　
　

作
詞　

河
野　

陽
介　

　
　
　

作
曲　

田
川　

め
ぐ
み

一　

み
ん
な 

と
も
だ
ち

　
　

出
逢
っ
た
あ
の
日
を
覚
え
て
る　

　
　

薫
る
橘 

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ

　
　

き
ら
め
く
光
を 

く
ぐ
れ
ば　

　
　

ほ
ら
あ
の
笑
顔
が
待
っ
て
い
る

　
　

あ
あ 

虹
色
の
飛
行
機
に
乗
っ
て

　
　

君
と
ど
こ
ま
で
行
こ
う　

　
　

出
逢
い　

別
れ　

ま
た
出
逢
い

　
　

ど
ん
な
未
来
を
旅
し
よ
う

二　

み
ん
な 

と
く
べ
つ

　
　

筑
波
嶺　

彩
る　

山
桜

　
　

水
辺
に
浮
か
ぶ 

浅
沙
の
ゆ
ら
め
き

　
　

ど
れ
も
美
し
く
在
る
よ
う
に

　
　

君
に
も
生
ま
れ
た
意
味
が
あ
る

　
　

あ
あ 

夢
色
の
大
空
に
向
か
っ
て

　
　

君
と
高
ら
か
に
歌
お
う

　
　

泣
い
て 

笑
い 

ま
た
泣
い
て

　
　

ど
ん
な
想
い
を
分
か
ち
合
お
う

作
曲
者
：
田
川 

め
ぐ
み 

氏
（
小
美
玉
市
在
住
）

　
「
長
く
親
し
ま
れ
る
歌
、
世
代
を
問
わ
ず

誰
に
も
馴
染
む
歌
」
を
テ
ー
マ
に
、
制
作
さ

れ
ま
し
た
。

　

曲
に
あ
っ
て
は
、
音
域
、
歌
い
や
す
い
音
程
、

音
の
取
り
や
す
い
伴
奏
、
歌
詞
は
全
体
と
し
て

の
流
れ
を
大
切
に
、
作
曲
さ
れ
ま
し
た
。

校
　  
歌 

校　

章



3 令和元年 5月 9日　広報おみたま

0 １４５,０００円（税別）より

施設案内

普通教室 ラーニングセンター

図工室

特別支援教室

家庭科室

理科室

住　　　　所：小美玉市小川 686 番地 1

校　　　　舎：鉄筋コンクリート造 3 階建て

体 育 館：既存体育館（旧小川南中学校）を利用

敷 地 面 積：47,153.76㎡

校舎延床面積：5,481.64㎡

諸　　室　　数：普通教室 14、特別支援教室 5

ことばの教室 1、特別教室 6

そ　　の　　他：太陽光発電施設 49 ｋｗ

非常用発電機 10 ｋｗ

開校時児童数：454 人

       学校概要 



4令和元年 5月 9日　広報おみたま

祝 日本一！！ 全国広報コンクール映像部門小美玉市 「小美玉ヨーグルトストーリー」総務大臣賞

　
小
美
玉
市
の
酪
農
家
と
ヨ
ー
グ
ル
ト

工
場
、
映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
協
力

し
て
製
作
し
た
、
ま
さ
に
小
美
玉
市

手
作
り
の
映
像
作
品
「
小
美
玉
ヨ
ー

グ
ル
ト
ス
ト
ー
リ
ー
」
が
日
本
一
に

輝
き
ま
し
た
。
映
像
の
最
後
に
登
場

す
る
酪
農
家
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
工
場
の

人
た
ち
の
自
信
に
満
ち
溢
れ
た
笑
顔

に
は
、
自
分
の
仕
事
へ
の
誇
り
が
現
れ

て
お
り
、
給
食
の
シ
ー
ン
で
子
ど
も

た
ち
に
語
り
か
け
て
い
る
と
お
り
、
酪

農
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
携
わ
る
仕
事
は

「
こ
の
ま
ち
自
慢
の
仕
事
」
で
す
。

　
乳
牛
の
堆
肥
に
よ
っ
て
肥
沃
な
農
地

に
改
良
し
、
大
型
の
高
性
能
機
械
で

牛
の
飼
料
を
組
織
的
・
効
率
的
に
行

う
日
本
を
代
表
す
る
酪
農
の
里
に
育

て
上
げ
た
先
人
た
ち
の
教
え
が
、「
土
・

牛
・
人
の
共
生
」
で
す
。
循
環
型
酪
農

か
ら
生
ま
れ
る
質
の
高
い
生
乳

100
％
で

作
る
「
お
み
た
ま
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
は
、

贈
答
用
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、

来
客
時
に
お
も
て
な
し
の
心
を
表
し
振

る
舞
わ
れ
、
集
会
、宴
会
、
結
婚
披
露
宴

で
も
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
乾
杯
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
で
も
、

小
美
玉
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ヨ
ー
グ

ル
ト
が
地
元
の
味
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
開
催
し
、
三
万
九
千
人

を
集
め
た
、全
国
初
の「
第
１
回
全
国

ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ
ト
in
小
美
玉
」
は
、

職
種
や
世
代
を
超
え
た
市
内
の
若
者

た
ち
が
成
功
に
向
け
て
知
恵
を
絞
り
、

積
極
的
に
動
き
、
自
分
た
ち
で
創
り

上
げ
ま
し
た
。
市
が
掲
げ
る
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
が
醸
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
に
よ
り
、
こ
の
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
を
高
め
、
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
一
層
進
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

動画 「小美玉ヨーグルトストーリー」 は、

市ホームページ、 YouTube、 Facebook のほか、

本庁、 小川総合支所、 玉里総合支所、

アピオス、 みの～れ、 コスモス、

空のえきそ･ら･ら で観ることができます。

そのほか、市内小中学校全クラス

に DVD を配り、給食の時間等に

活用いただきました。

　
昨
年
１０
月
に
開
催
し
た
全
国
初
の
「
第
１
回
全
国
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ

ト
in
小
美
玉
」
の
一
環
で
製
作
し
た
映
像
が
、一
九
六
四
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
「
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
て
特
選
に
選
ば
れ
、
総

務
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

小美玉ヨーグルトストーリー ↑
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6令和元年 5月 9日　広報おみたま

　
平
成
31
年
度

　     
区
長
会
総
会
を
開
催

区
長
の
皆
さ
ん
は
地
域
と

    

行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
で
す

行
政
区
に

　
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

４
月
20
日
（
土
）
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
吉

野
に
お
い
て
、
小
美
玉
市
区
長
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち

新
任
区
長
41
名
へ
委
嘱
状
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告

な
ら
び
に
収
支
決
算
、
会
計
監
査
報
告

と
本
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
の
審

議
、
役
員
の
一
部
選
任
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
、
市
長
、

市
議
会
議
長
、
県
議
会
議
員
ほ
か
多
数

の
来
賓
を
迎
え
、
区
長
会
の
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
宴
に
先
立
ち
、
こ
れ
ま
で
区
長
の
重
責
を
担
わ

れ
、
こ
の
た
び
区
長
を
退
任
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
市
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
退
任
区
長
を
代
表
し
て
、                   

上
小
岩
戸
区
の
磯
邊
重
豊
さ
ん
か
ら
「
区
長
就
任
以

来
、
地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
職
責
を
果
た
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
市
長
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
区
長
の
方
の
ご
助
言
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い
。
こ
れ

か
ら
は
一
市
民
と
し
て
今
ま
で
の
経
験
を
糧
に
し
て

微
力
な
が
ら
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

道
路
問
題
や
福
祉
事
業
な
ど
、
特
定
個
人

だ
け
に
限
ら
れ
た
問
題
で
は
な
く
、
広
く
地

域
と
し
て
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
課
題
の
解

決
に
は
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
す
方
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
地
域
の
ま
と
め
役
で
あ
る
区
長

さ
ん
を
通
し
て
手
続
き
等
を
お
願
い
し
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
・
・
・
・

・
防
犯
灯
の
新
設
や
器
具
の
修
繕

・
未
舗
装
道
路
へ
の
砕
石
敷
き
均
し

・
交
差
点
、
カ
ー
ブ
箇
所
へ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

　

の
設
置

・
不
法
投
棄
防
止
看
板
の
設
置　

な
ど

　

区
長
さ
ん
を
通
し
て
手
続
き
を
行
う
必
要

が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
窓
口
で
そ

の
都
度
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
お
手
数
で
す

が
、
手
続
き
の
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

小
美
玉
市
に
は
１
２
０
の
行
政
区

（
小
川
地
区
51
区
、
美
野
里
地
区
50
区
、

玉
里
地
区
19
区
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
行
政
区
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や
、

伝
統
・
文
化
の
継
承
な
ど
地
域
の
特
色

あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
行
政
区
で
の
敬
老
会

等
の
実
施
や
ご
み
の
集
積
所
、
お
よ
び

防
犯
灯
の
管
理
（
電
気
料
の
負
担
）、

環
境
美
化
の
取
組
み
な
ど
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
地
域
の
住
人

が
互
い
に
助
け
合
う
地
域
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

　

地
域
で
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め

行
政
区
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

【問い合わせ】 市民協働課　市民協働係　☎：0299-48-1111（内線 1251）

【
区
長
会
役
員
】

会　

長　
　

三
輪
野　

裕　

夫
（
堅
倉
小
学
校
区
）

副
会
長　
　

近　

藤　

貞　

夫
（
橘
小
学
校
区
）

　
　
　
　
　

熊　

沢　

綏　

幸
（
羽
鳥
小
学
校
区
）

　
　
　
　
　

藤　

田　

泰　

正
（
玉
里
東
小
学
校
区
）

理　

事　
　

伊　

能　

善　

久
（
小
川
小
学
校
区
）

　
　
　
　
　

菊　

田　

進　

夫
（
竹
原
小
学
校
区
）　

　
　
　
　
　

鶴　

町　

文　

男
（
玉
里
小
学
校
区
）

監　

事　
　

萩　

原　
　
　

栄
（
野
田
小
学
校
区
）

　
　
　
　
　

大
和
田　

浩　

文
（
納
場
小
学
校
区
）

会　

計　
　

田　

上　

光　

一
（
上
吉
影
小
学
校
区
）

　
　
　
　
　

田　

中　

正　

志
（
堅
倉
小
学
校
区
）

書　

記　
　

成　

井　

嘉　

男
（
下
吉
影
小
学
校
区
）

１
２
０
行
政
区
の
区
長
の
皆
さ
ま
は
左
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
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学区 No. 行政区名 氏　名

堅

倉

62  長砂  田中　正志
63  三箇  幡谷　敏守
64  先後  酒井　敏弘
65  橋場美  鎧塚　講次
66  清風台  三田　初枝

納

場

67  張星  坂野　政善
68  部室  保田　伊智郎
69  納場  桺田　一夫
70  江戸  大和田　浩文
71  江戸住宅  佐藤　郷司
72  羽刈  嶋崎　　正
73  五万堀 大森　　修
74  北浦  久　　幸彦
75  高田  宮嶋　　茂
76  手堤  浅野　　茂
77  大笹  宇津野　正秀
78  寺崎  飯塚　祐彦

竹

原

79  竹原  大枝　治夫
80  竹原下郷  稲田　　弘
81  中野谷  大島　庄治
82  上馬場  赤塚　好治
83  竹原中郷  太田　忠良
84  小曽納  桜井　弘一
85  花野井  篠原　公夫
86  中台  山内　一郎
87  希望ヶ丘  菊田　進夫

羽

鳥

88  大谷  横田　佳夫
89  金谷久保  廣戸　洋一
90  十二所  永久　幸司
91  高場  島田　一吉
92  羽鳥  島田　清一郎
93  脇山  熊沢　綏幸
94  花館  黒田　惇彦
95  駅前  大和田　猛
96  東平  竹内　裕之
97  旭  林　　光男
98  羽刈前  山口　正実
99  羽鳥市営住宅  風野　寿夫
100  中峰  藤枝　政美
101  羽鳥東  佐々木　信一

玉
里
東

102  岡  室町　　弥
103  大井戸平山  菊地　隆男
104  川中子  藤田　泰正

玉

里

105  上高崎  品田　賢一
106  下高崎  大槻　良明
107  玉里中台  関　　四郎
108  松山  大山　　進
109  第二東宝  吉倉　一郎
110  大宮  鶴町　文男
111  田木谷駅前  田上　利男

玉

里

北

112  田木谷  市原　伸一
113  新田木谷  亀井　　優
114  栗又四ケ  田上　和喜
115  みどり野  藤枝　次夫
116  第三東宝  宮田　　実
117  玉里団地  大枝　末司
118  野村田池  山口　裕子
119  新高浜第一  田上　義明
120  新高浜第二  櫻井　一章

学区 No. 行政区名 氏　名

小

川

1  本田町  平本　敏彦
2  中田宿  塚本　　忠
3  大町  塚本　正紀
4  川岸  小林　祥一
5  横町  久田　健二
6  橋向  小島　健一
7  坂上  藤井　　勉
8  坂下  大野　正昭
9  二本松  伊能　善久
10  下馬場  髙柳　　聡
11  小塙  小塙　　亨
12  立延  久保田　一成
13  中根  玉造　和男
14  下田（一）  村山　達男
15  下田（二）  清水　重治
16  宮田  押手　秀介
17  幡谷  出沼　郁夫
18  川戸  中村　一祥

野

田

19  稲荷坪  赤羽　久志
20  野田本田  細山　美好
21  新林  小貫　　忠
22  野田古新田  萩原　　栄
23  隠谷  藤井　　亨
24  鷺沼  小川　和夫
25  伏沼  髙木　　実
26  山川  亀山　　一

上

吉

影

27  世楽  井坂　　勇
28  佐才  伊藤　　実
29  上吉影  中川　　稔
30  前原  冨塚　洋二
31  飯前  田上　光一
32  上合  郡司　幸一

下

吉

影

33  前野  佐川　忠三
34  宿  成井　嘉男
35  下吉影荒地  鳥羽田　力
36  下吉影本田  佐川　清造
37  貝谷  大曽根 恒介
38  下吉影南原  小野　正弘
39  下吉影古新田  井川　伊佐夫
40  百里自営  大槻　　勝
41  百里開拓  宮澤　竜也

橘

42  羽木上  羽生　光雄
43  与沢  長島　久雄
44  外之内  井能　忠雄
45  倉数川前  近藤　貞夫
46  倉数川向  長島　修照
47  与沢百里  大輪　義光
48  清水頭  藤岡　　昇
49  山野  大塚　好蔵
50  田中台  田中　　明
51  小川ニュータウン  伊藤　秀喜

堅

倉

52  堅倉  加藤　吉博
53  大曲  髙木　　昇
54  仲丸  井坂　伸明
55  西明地  古畑　利夫
56  小岩戸  白井　福夫
57  上小岩戸  中山　春夫
58  西郷地  三輪野　裕夫
59  柴高  井坂　　実
60  上鶴田  佐藤　裕二
61  下鶴田  軽部　潔

小
美
玉
市
区
長
一
覧
（
行
政
区
順
、
敬
称
略
）　

４
月
現
在
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地域還元施設整備基本構想を策定しました

　新広域ごみ処理施設建設のために、やむなく解体した白雲荘
に替わる新しい還元施設について、平成 31 年 3 月 19 日の第 6
回地域還元施設等検討委員会において基本構想がまとまりまし
た。
　これまで茨城大学人文社会科学部　原口　弥生教授のほか、
地元区長会長等の地元住民を代表する方々に委員として参加し
ていただき、計 6回検討委員会を開催してきました。

　検討委員会では、白雲荘の利用者団体へのモニタリング調査、構成市町住民へのアンケート調査、高校生
によるフューチャーセッションなどを実施し、幅広い住民の意見集約に努めてきました。また、周辺の類似
施設の配置状況や実績から必要と考えられる施設規模を想定し、前述した調査結果を踏まえシュミレーショ
ンモデルとしての施設イメージを作成しました。
　
　今回策定された基本構想を受け、今年度には建設予定地を決定し、より具体的な施設内容・運営体制等を
盛り込んだ基本計画の策定を予定し、令和 4年度の開館を目指して進めていく予定です。

　基本構想策定に係るアンケートやフューチャーセッション、パブリックコメント等におきましては、多く
の貴重なご意見をいただき誠にありがとうございました。今後につきましても、地域に寄り添いスピード感
をもって事業推進に努めていきますのでご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。

【問い合わせ】
霞台厚生施設組合　建設計画課　☎ 0299-56-7773
組合ウェブサイト（http://kasumidai.or.jp）に関連資料を掲載しています。

人権擁護委員による「全国一斉特設人権相談」を実施します
　全国人権擁護委員連合会では、人権擁護委員法が施行された日を記念して、毎年６月１日を「人権擁護委
員の日」と定め、その日を中心に「全国一斉特設人権相談」を実施し、人権擁護委員制度の周知と人権尊重
思想の普及高揚を呼び掛けています。これを受けて、茨城県人権擁護委員連合会では、この「人権擁護委員
の日」に下記のとおり特設人権相談を実施します。地元の人権擁護委員が人権問題等でお困りの方々からの
相談を受け付けます。
　人権擁護委員は、市町村長の推薦を受け、法務大臣から委嘱された民間人で、地域の皆さんからの人権相
談を受け、解決のお手伝いをしたり、人権侵犯の被害者を救済したり、地域住民の皆さんに人権について関
心を持ってもらえるような様々な啓発活動を行っています。この制度は、官民一体となって人権擁護活動を
行うことが望ましいという観点から設けられた制度で、諸外国には例を見ないものです。現在、約 14,000 名
の人権擁護委員が全国の各市町村に配置されています。

【開設日時】6月 10 日（月）　10：00 ～ 15：00　　【場　所】四季健康館
※この他に、4月・8月・10 月・12 月・2月の年 6回開設しています。

【小美玉市人権擁護委員】
竹　内　芳　文 菊　池　広　己 村　山　智　恵

柳　澤　よしえ 木　村　利　夫 廣　戸　芳　彦

長谷川　光　男 藤　井　明　良 菊　池　　　稔

【問い合わせ】 水戸地方法務局　人権擁護課　☎：029-227-9919
福祉部社会福祉課　　☎：0299-48-1111　内線 3224・3225
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日本の食文化　～和食～
　日本の伝統的な食文化である「和食」は、米（ごはん）を中心に、魚や肉、野菜、海藻、豆類などの多様
なおかずを組み合わせて食べることができ、栄養バランスの良い食事です。パンや肉・乳製品を中心とした
食の欧米化により、和食や行事食を食べる機会が減っている一方で、和食がユネスコ無形文化遺産※に登録
されたり、海外における和食ブームや健康意識の高まりなどにより、和食が見直されています！

　　
　
　

ユネスコ無形文化遺産※に登録されている和食の４つの特徴

農林水産省ホームページより

　【和食の基本】
　ご飯、汁もの、菜（おかず）、香の物（漬け物）から成る一
汁三菜が和食の基本です。
　食器の並べ方は向かって左手前にご飯、右手前に汁もの、
右奥に主菜、左奥に副菜、香の物や和え物は中央に配置する
のが基本です。
　味の基本である「だし」は、天然素材（こんぶやかつお節、
にぼしなど）のうま味を引きだしたもの。味付けを薄めにし
ても香りやうま味によって、塩分や糖分をおさえることがで
き、健康にも役立ちます。

普段の食生活に和食の基本を取り入れて、健康づくりに役立てましょう！

平日 8：30 ～ 17：15 【問い合わせ】 　健康増進課　健康推進係（四季健康館内）　☎：0299-48-0221

①	 多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重

日本の国土は南北に長く、海、山、里と表情豊かな自然が広がっているため、各地で地域に根
ざした食材が用いられています。また、素材の味わいを活かす調理技術や調理道具が発達してい
ます。

②	 健康的な食生活を支える栄養バランス

一汁三菜を基本とする日本の食事スタイルは理想的な栄養バランスと言われています。また、
「うま味」を上手に使うことによって動物性油脂の少ない食生活を実現しており、日本人の長寿
や肥満防止に役立っています。

③	 自然の美しさや季節の移ろいの表現

食事の場で、自然の美しさや四季の移ろいを表現することも特徴のひとつです。季節の花や葉
などで料理を飾りつけたり、季節に合った調度品や器を利用したりして、季節感を楽しみます。

④	 正月などの年中行事との関わり

日本の食文化は、年中行事と密接に関わって育まれてきました。自然の恵みである「食」を分
け合い、食の時間を共にすることで、家族や地域の絆を深めてきました。

　※無形文化遺産…芸能や伝統工芸技術などの形のない文化であって、土地の歴史や生活風習などと
密接に関わっているもののこと。歌舞伎や能楽など 21 件が登録済み。
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わ
だ
い

　2 月 20 日、全国自給飼料生産コンクールにおいて、
柴高水田活用部会代表井坂守さんが、農林水産省生産
局長賞を受賞されました。（飼料生産部門・単年生飼料
作物　飼料生産受託組織）
　このコンクールは、畜産のエサとなる飼料生産の視
点から、効率的な生産・利用技術や環境に調和した生産・
経営方式といった優秀な事例を全国から選定し、表彰
するものです。
　井坂さんは、農業機械メーカー勤務時に稲発酵粗飼
料の普及事業を手掛け、退職後に農作業請負部会を立
ち上げた事例が評価されました。
　稲作農家と畜産農家の双方の要望に応えるよう努め、
地域営農の維持に貢献しています。

全国自給飼料生産コンクールにおいて農林水産省生産局長賞受賞

新ひたち野農業協同組合が新入児童へ交通安全帽子を寄贈
　３月 22 日、新ひたち野農業協同組合
（久保田惠一組合長）より、子どもたち
を交通事故から守るためにと、新入学児
童に対する交通安全帽子の寄付をいただ
きました。
　皆さまの善意に深く感謝します。

石岡地区交通安全協会が新入学児童へランドセルカバーを寄贈

　3 月 22 日、石岡地区交通安全協会（吉川勇会長）よ
り反射板付きランドセルカバー約 400 枚の寄付をいた
だきました。同協会からは、小学生の安全な登下校に
役立ててもらおうと、新入学児童へのランドセルカバー
の寄付を毎年いただいています。
　この日は、同協会小美玉市連合会の久保田会長・鈴
木副会長・関副会長の３人が訪れ、「子どもたちを交通
事故から守るために役立ててください」と市長および
教育長に手渡しました。
　皆さまの善意に深く感謝します。

 写真左から
市村議長、木名瀬顧問、井坂代表、島田市長
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奉仕の心、福祉の心
〇 ボランティア活動
　朝の挨拶運動や清掃活動
など、生徒が自主的にボラ
ンティア活動に取り組みま
した。

〇 福祉施設訪問
　生徒会役員と有志が、晴
風園の里を訪問し、入居者
と折り紙やゲーム、歌など
の交流を楽しみました。

家庭や地域と力を合わせた、地域に根ざした学校！
　本校は、田余中と玉川中（後に玉里東中）が昭和 35 年に統合してから、創立 60 年目になります。現在は
生徒 191 名が在籍し、学習や学校行事、部活動などに積極的に取り組ん
でいます。玉里中生は、誰もが「真剣な瞳と輝く笑顔」にあふれています。
　また、保護者の皆さまや地域の方々が非常に協力的で数多くのご支援
をいただけることや、恵まれた自然環境を生かした教育を展開できるな
ど、多くのよさ（強み）があります。
　本校は現在、家庭や地域と力を合わせ、地域に根ざした創意工夫ある
教育活動を展開中！です。

真剣な瞳と輝く笑顔
　各学年・学級では、生徒と教師が四つに組んで
学習や諸活動を行っています。学力向上や心の育
成はもとより、生活規律
の確立、好ましい人間関
係づくりなどにも計画的
に取り組んでいます。

家庭や地域の支援を受けて
〇 まとまりあるＰＴＡ活動
 　生徒の健全育成や環境整備
などに、本部役員や各委員、
保護者の皆さま一人一人が献
身的に活動いただいておりま
す。

〇 学校関係者評価委員会
 　評議員や評価委員など地域
の方々から、教育活動の評価
や提言をいただき、学校改善
を図っています。

小中連携の推進
〇 生徒 ･児童の相互交流
　２年後に開校の玉里学園義
務教育学校に向け、挨拶運動
や防災（引渡）訓練を小中合
同で行っています｡

〇 玉里地区教職員合同研修会
　茨城・学びの会代表根本光
子先生を講師に招き、４校の
教職員が合同で研修を行い、
義務教育学校に向けて話し合
いをしました。

玉里中学校紹介
たくましく　まごころあふれる　りりしい　生徒を目指して

玉中プライドと情熱をもって、“ 夢を現実（かたち）に！ ”
　挨拶や身だしなみなど当たり前のことを当たり前に行う凡事徹底、自分たちの学校を自分たちで創り上
げていく参画、生徒も教師も一緒になって行事に取り組む全員力、これら３つをキーワードに中学校生活
がより充実し、大きく飛躍できるように願っています。
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～認定農業者協議会　野菜部会～
　認定農業者協議会野菜部会には市内のじゃがいも、大根、
さつまいもをはじめとした 28 品目の農家計 53 名（3/31
現在）が所属しています。

～野菜部会農産物の紹介～

じゃがいも
　ポテトチップスやポテトサラダ向けの加工用からカレーや
肉じゃがなど家庭料理で使う生食用まで様々な品種を栽培し
ています。最近ではスーパー等でも多様な品種が販売されて
いますので、食べ比べてみてはいかがでしょうか。収穫期の
6～ 7月は市内各地で収穫風景がみられます。

だいこん
　大根といえば千葉や神奈川の三浦大根が有名ですが、美
玉市も負けていません。関東ロームの上質な土壌を利用し
てたくさんのおいしい大根が生産されています。生食用の
他にもおでんや刺身のつまなどにも加工利用され、身近な
食品として親しまれています。旬は 5～ 6 月と 10 ～ 12
月の年 2回です。

さつまいも
　さつまいもといえば、焼き芋から冬の食べ物というイメー
ジがありますが、栽培はなんと 3月から始まっています。苗
作りから定植、管理作業などを経て 10 ～ 11 月に収穫を行い
ます。ほくほくとした食感の紅あずまが有名ですが、最近で
はしっとりとした食感の紅はるかや色鮮やかな紫芋も人気が
あり、まさに個性的なサツマイモの群雄割拠！どの品種もお
いしく、健康に良いので皆さん食べてみてください。

　野菜部会に所属する農家では他にも、にんじん、ねぎ、トマト、ほうれん草、ゴボウ、小松菜、ナス、里芋、
きゅうり、とうもろこし、にんにく、レタス、春菊、落花生、カボチャ、生姜、ターサイ、ネリ、ウリ、キャ
ベツ、水菜、チンゲンサイ、ピーマン、もやし、白菜を栽培しています。

【問い合わせ】 農政課　農政係　☎：0299-48-1111（内線 1157）

小美玉市ではいろんな野菜
が栽培されているんだ！

きらめく！！

ダイヤモンドファーマーズ
　－ 小美玉市認定農業者協議会 － 　
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わんぱく教室2019 in 茨城空港
を開催します 

【問い合わせ】 空港対策課　空港係　☎：0299-48-1111（内線 1171）

日時
会場
内容

6月2日(日) 10:00～15:00 
茨城空港公園航空広場
・職業体験、ものづくり体験ブース
・グルメブース「小美玉マルシェ」
・フリーマーケット、ぬりえコーナー ほか

　子どもたちが職業体験やものづくり体験に挑戦で
きる体験イベント「わんぱく教室2019」を開催しま
す。フライトシミュレータやガラスアート、ネイリス
ト、ものづくり職人などの体験ができます。

※雨天時一部中止

■わんぱく教室2019
　URL http://www.city.omitama.lg.jp/0139/info-0000004639-1.html

ボクもお手伝い
するよ♪

小美玉市マスコットキャラクター「おみたん」

わんぱく教室（スカイスリーフェスタ）をはじめとした、茨城空港の周知・利用促進のための
事業では、ボランティアの皆さんの力を必要としています。都合のつくときだけ、興味のあ
るイベントだけの参加でも大歓迎！！ 興味のある方は、ぜひ一度お問い合わせください。
＜主な活動＞
　＊茨城空港イベント「スカイスリーフェスタ」の係員（6月、9月、10月、3月頃を予定）
　＊大規模な合コンイベント「夜空コン」の係員（9月頃）
　＊茨城空港ゆめ未来芸術展の展示作業や式典係員（1月～2月頃）など
＜申込条件＞
　茨城空港を応援したいという気持ちがあり、上記の事業にスタッフとして参加できる方。
　報酬はありません。
＜申込方法＞
　応募フォーム／電話／事務局窓口でお申込みください。
　URL http://www.city.omitama.lg.jp/0139/info-0000001359-1.html

小美玉市いばくうボランティアに入りませんか

応募フォーム
QRコード↑

QRコード↑

募集

Webは「有料広告」で検索

有料広告
詳しくは、Webまたは
　　　　　下記問い合わせ先へ

募集中！
☎：0299-48-1111　内線 1234
　　（企画調整課　広報係）
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小川海洋センターの休館日をお知らせします

【問い合わせ】 小川海洋センター　☎：0299-58-5744

 　小川海洋センタープール利用者の方に快適な遊泳環境を整えるために水抜き清掃を行います。

　【休館期間】　5 月 16 日（木）から 5月 24 日（金）まで

「和菓子づくり」をやすらぎの里小川で
　やすらぎの里小川の市民講座「和菓子づくり」です。見た目にも美しい和菓子『ねりきり』をつくって食べる
楽しい企画をご用意しました。

【日　　時】6月 5日（水）　10：00 ～ 12：00
【場　　所】「やすらぎの里小川」書画棟
【対  象  者】市内に在住・勤務されている方
【募集人数】20 名（先着順で定員に達し次第締め切り）
【講　　師】田中清月堂　田中　誠　氏
【申込期間】5月 21 日（火）～ 5月 31 日（金）9：00 ～ 17：00
【参  加  料】1,000 円（受講料 400 円　材料費 600 円）　
【持  ち  物】エプロン、三角巾、タオル、タッパー（菓子が 5～ 6個入るサイズ）
【申し込み】参加料をそえて直接やすらぎの里小川窓口までお申し込みください。

【問い合わせ】 やすらぎの里小川　☎：0299-58-4580　（月曜日は休館です）

玉里公民館講座  英会話受講生募集

							     
【対　　象】市内在住・在勤・在学の方

【受付日時】5月 18 日（土）～ 5月 28 日（火）　9：00 ～ 17：00

【申込方法】受講をご希望の方は、受講料を添えて直接下記へお申し込みください。ただし、月曜日・祝日は

　　　　　  申し込みできません。

　　　　  ※先着順とし、定員に達し次第締め切りとなります。

講座名 定員 講師 開講日 受講日 内容 受講料 持ち物

やさしい英会話 15 名   Liz    Akaba
リズ・アカバ 6月 5日（水） 毎週水曜日

18：30 ～ 20：00

やさしい英語の会話か
ら、英語でコミュニ
ケーションする楽しさ
を体験しましょう。

3,200 円
全 8回 筆記用具

申し込みは　先着順
5/18（土）～ 5/28（火）

【問い合わせ】 生涯学習センター（コスモス）　☎：0299-26-9111
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♪

水戸市市制施行 130 周年記念　第 51 回水戸市芸術祭
　　　　　　　　　　　　ー水戸市ー

　健康づくりとリフレッシュ機能を備えた城里町健康
増進施設「ホロルの湯」は、常磐道水戸 I.C から車
で約 10 分という近い場所にありながら、大自然も
満喫できる温泉施設です。隣接のオートキャンプ場
「ふれあいの里」とともに県央地域のレジャー施設
として、ご家族連れからお年寄りまで幅広く利用さ
れています。
　温泉の泉質は、肌にやさしいアルカリ性単純温泉
（pH8.8）で、湯上り後の肌はすべすべになり、ま
さに美肌の湯。また、自慢の薬湯は保湿効果が高く、
新陳代謝を盛んにして湯冷めしにくいと評判です。
　水着着用のプールエリアには、２５ｍ×３コース
の温水プールや幼児プールのほか、ジェット水流な
ど多彩な機能を備えたバーディーゾーン、採暖室を
完備しています。大人や子どもの水泳教室、水中歩
行、健康体操などの教室、骨盤調整ヨガなども定期
的に開催し、健康づくりのお役に立てるようプログラ
ムを豊富に取り揃えています。
　お食事も地元の食材にこだわったメニューを１階
と２階の食堂でご賞味いただけます。話題の「藤井
川ダムカレー」もお楽しみください。
　これからの季節は、アップダウンのある東コース、
フラットな西コース各８ホールのグラウンドゴルフが
おすすめです。まわりの景色とダム湖を眺めながら
のプレーは、爽快そのもの。昼食と温泉入浴がセッ
トになったゴルフパックもご用意しています。
　貸切り部屋での大小ご宴会やグラウンドゴルフ
パックのお申し込みには、バスの無料送迎もご利用
になれますので、お気軽にお問い合わせください。
　楽しい企画やイベントもご用意しておりますので、
ぜひ、お越しください。
■営業時間　10:00 ～21：00（最終受付：20：00）
■料金 ○平日　大人 820 円　小人（３歳以上

中学生まで）410 円
　　　 ○土・日・祝日（年末年始・盆含む）

大人 1020 円　小人 510 円
　　　 ○ 17：00 からは大人 510 円　小人 300 円
　　　 ○プール利用（別途）大人100 円　小人 50 円
■定 休 日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
■住　  所　東茨城郡城里町下古内 1829-3
■ Tel 029-288-7775   Fax 029-288-7726
■ホームページ　http://www.hororunoyu.jp/
■ E-mail  info@hororunoyu.jp

健康増進施設　ホロルの湯
　　　　　　　　　　ー城里町ー

　水戸市芸術祭は、市民の芸術文化活動の発表・鑑
賞の場として親しまれており、今年で 51 回目の開
催を迎えます。
　今回の期間は、5月 17 日（金）から 8月 25 日（日）
まで。美術・文学・音楽・演劇・映像・芸能・自然科学・
華道・茶道の 9部門で 32 プログラムを実施します。
　会場に足を運んで、文化都市・水戸の芸術の息吹
を感じてみませんか。
※詳細は、随時、水戸市ホームページで御案内いた
します。
　URL：http://www.ci ty.mito . lg . jp/001373/
geijutubunnka/geijutusai/p020043.html
【問い合わせ】
水戸市文化交流課　電話 029-291-3846（直通）

「大洗海の幸まつりを開催」
　　　　　　　　　　　　ー大洗町ー

　これまで大洗魚市場において「大洗しらす祭」、「大
洗魚市場ホッキまつり」を開催していましたが、今
年は「大洗海の幸まつり」にイベント名を変更し開
催します。
　鮮度が命の生しらす丼やホッキ貝の特別価格での
販売をはじめ、大洗の海の味覚を堪能できるイベン
トになっていますので「大洗海の幸まつり」にぜひ
お越しください。

日　時／ 6月 9日（日）　9:00 ～ 14:00
場　所／大洗町魚市場　※雨天決行
　　　※天候により内容が変更になる場合がありま
　　　　すので、ご了承ください。
問い合わせ／大洗町役場 農林水産課

電話 029-267-5111（内線 343）

　　　写真はイメージです
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令和元年 6 月の窓口業務延長日

実　施　場　所 実施している課

小美玉市役所本庁 市民課、医療保険課、会計課、税務課（税に関する証明）、収納課（納付書再発行）

小川総合支所 総合窓口係（戸籍関係、住民票関係、印鑑登録、印鑑証明、税の証明、納付書再発行、
国民健康保険関係、医療福祉関係（マル福）、後期高齢者医療関係、市税等の収納）玉里総合支所

※他市町村や関係機関への照会、確認が必要な場合は、即日対応できない場合もあります。あらかじめご了承ください。
※ご不明な点については、事前に担当課へお問い合わせください。

6 月の窓口業務延長日は 5、12、19、26 日（毎週水曜日）です。　19：00 まで
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０
０
円

【
申
込
期
限
】　

9
月
30
日
（
消
印
有
効
）

【
会　

場
】

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ラ
ー
ク
・
ハ
イ
ツ
会
議
室

ひ
と
り
親
家
庭
の
資
格
取
得

を
応
援
！
受
講
者
募
集
し
ま
す

  

第
16
回
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

【
日　

時
】
6
月
16
日
（
日
）

13
時
30
分
～

【
場　

所
】

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

石
岡
市
茨
城
３
―
16
―
20

☎
０
２
９
９
―
２
３
―
２
０
４
５

【
会
費
】
男
性　

３
，
０
０
０
円

　
　
　

  

女
性　

１
，
５
０
０
円

【
募
集
】

男
性　

40
歳
～
49
歳
の
独
身
者

女
性    

30
歳
～
49
歳
の
独
身
者

各
10
名

【
受
付
期
間
】

５
月
26
日
（
日
）
８
時
～
６
月
９

日
（
日
）

※
先
着
順
、
人
数
に
満
た
な
い
場

合
は
延
長

※
６
月
10
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
キ
ャ
ン
セ
ル
料
（
全
額
）
が
必

要
で
す
。

【
申
し
込
み
先
】

押
止　

久
雄

☎
０
９
０
―
４
０
０
２
―
３
５
６
５

大
内　

喜
枝
子

☎
０
２
９
９
―
２
３
―
３
８
２
９

【
主
催
】
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

県
南
・
石
岡
地
域
支
部

【
後
援
】

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南
地
域

活
動
協
議
会

（
一
社
）い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

in
i
s
h
i
o
k
a

そんなあなたも
お気軽にご相談下さい！
外装点検・お見積り無料

茨城県知事許可　第３１５３２号　本社　石岡市半ノ木１４１５９-５

　　　中嶋塗装　　検索　　　TFL0299-57-1641

　外壁・屋根…うちもそろそろかな…？

　色々なところから営業が…
　どこに頼めばいいの…？

　　　　　　　　　一級塗装技能士による住まいの塗り替え

　　　　　　　㈲中嶋塗装工業
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み
づ
う
み
俳
句
会

中
千
本
芽
吹
く
吉
野
の
露
天
の
湯

富
士
を
背
に
新
幹
線
は
花
の
中

花
見
客
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
酒
を
く
む

旧
道
は
昔
の
ま
ま
や
花
ふ
ぶ
き

花
冷
え
の
土
と
向
き
合
ふ
余
生
か
な

長　

島　

美
奈
子

内　

田　

と　

み

長　

島　
　
　

昭

茅　

場　

久　

子

榎　

本　

喜
代
子

み
の
り
俳
句
会

存
分
に
降
り
て
止
み
た
り
山
笑
ふ

揚
げ
た
て
に
ほ
ん
の
り
香
る
蕗
の
た
う

振
り
向
き
て
挨
拶
交
わ
す
春
帽
子

酒
蔵
の
土
間
広
広
と
享
保
雛

木
の
芽
吹
き
空
賑
や
か
と
な
り
に
け
り

島　

田　

草　

心

白
根
澤　

清　

香

立　

原　

千　

代

塚　

田　

文　

江

友　

水　
　
　

清

岡　

島　
　
　

進

塚　

田　

忠　

男

岡　

島　

禮　

子

矢　

口　

冨　

久

村　

田　

妙　

子

欅
の
会

花
祭
日
差
し
楽
し
み
遠
歩
き　

あ
ち
こ
ち
で
山
笑
い
合
う
日
差
し
か
な

絎
台
の
木
肌
の
傷
や
春
障
子

幸
せ
も
半
分
ぐ
ら
い
花
満
つ
る

堅
香
子
や
い
つ
も
聞
き
役
長
電
話

く
る
み
俳
句
会

ポ
ケ
ッ
ト
に
桜
蕊
入
る
山
路
か
な

花
の
雲
か
す
か
に
見
ゆ
る
筑
波
山

湖
の
風
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
菜
花
道

春
風
の
寄
せ
る
細
波
霞
浦
の
岸

囀
り
や
木
の
間
が
く
れ
に
湖
光
り

島　

田　

篁　

村

信　

田　

菊　

女

小　

原　

エ　

ミ

松　

崎　

淑　

子

荒　

井　

栗　

山

鶴　

町　

文　

男

田　

山　

森　

俊

亀　

井　

幸　

子

矢　

口　

友　

子

正　

木　

敦　

子

玉
里
俳
句
会

菜
の
花
や
土
堤
一
面
を
黄
に
染
め
て

父
母
建
て
し
住
居
を
撤
去
走
馬
灯

す
い
す
い
と
遊
ぶ
目
高
の
川
ま
ぶ
し

筍
の
所
在
足あ

う

ら裏
に
教
へ
ら
れ

花
曇
り
予
報
外
れ
の
雨
と
な
り

小
川
短
歌
会

救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
の
音
遠
ざ
か
り
再
び
真
夜
の
雨
音
し
げ
し　

売
る
野
菜
を
並
べ
る
笑
顔
買
う
笑
顔
朝
市
賑
わ
う
梅
の
香
も
し
て

う
ず
潮
に
引
き
込
ま
れ
ゆ
か
ん
を
悕
れ
つ
つ
な
お
う
ず
潮
に
ま
な
こ
と
ら
わ
る

ス
ペ
イ
ン
の
絵
葉
書
見
せ
て
い
た
だ
き
ぬ
行
っ
て
み
た
い
が
外
国
は
遠
し

わ
が
願
い
叶
ひ
て
春
の
雨
の
今
日
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
か
み
し
め
て
飲
む

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

満
月
を
見
つ
つ
想
え
り
い
に
し
え
の
天
女
に
か
わ
る
嫦じ

ょ
う
が娥
や
玉ぎ

ょ
く
と兎

う
っ
す
ら
と
初
雪
被
る
遠
筑
波
散
歩
の
道
に
全
景
の
見
ゆ

竹
ト
ン
ボ
作
り
し
夫
は
庭
先
で
た
め
し
飛
行
に
一
喜
一
憂

夕
食
の
お
な
べ
の
湯
気
に
い
や
さ
れ
て
家
族
の
健
康
感
謝
す
る
日
々

裸
木
の
欅
通
り
の
広
き
空
雲
の
動
き
を
し
ば
し
見
て
佇
つ

玉
里
短
歌
会

去
年
ま
で
は
実
り
豊
か
な
栗
畑
に
ソ
ー
ラ
光
り
て
鳥
さ
え
寄
せ
ず

つ
づ
ら
坂
登
る
窓
辺
に
触
る
る
ほ
ど
万
朶
の
桜
に
歓
声
あ
が
る

大
太
鼓
小
太
鼓
並
べ
か
け
あ
い
の
軽
き
リ
ズ
ム
に
心
が
は
ず
む

子
の
つ
く
る
蟹
雑
炊
の
ふ
く
ふ
く
と
咳
に
痛
め
し
喉
を
う
る
お
す

兄
姉
の
介
護
に
乗
り
越
す
御
徒
町
疲
れ
と
齢
を
車
窓
に
見
い
る

永　

作　

喜
代
子

根　

本　

智
恵
子

幡　

谷　

啓　

子

小　

川　

ヒ
ロ
子

中　

根　

良　

子

岩　

﨑　

健
次
郎

奥　

村　

と　

き

宇
都
宮　

和　

子

碇　

谷　

き　

え

白
根
澤　

清　

香

松　

田　

通　

喜

野　

口　

初　

江

石　

橋　

吉　

生

遠　

藤　

黎　

子

齋　

藤　

か
つ
み

寄
　
稿

し
た
た
か
に
生
き
な
が
ら
え
て
九
十
余
年
重
荷
と
な
ら
ぬ
老
い
で
あ
り
た
し

丸
文
字
の
師
長
の
文ふ

み

の
あ
た
た
か
き
逝
き
に
し
娘
が
繋
げ
し
縁

え
に
し

小
松
庄
治
右
衛
門

上　

野　

和　

子

予　
　

史　
　

江

岳　
　
　
　
　

游

強忠　
　
　
　
　

男

貞　
　
　
　
　

子

小
美
玉
川
柳
会

加
齢
で
す
決
め
つ
け
な
い
で
お
医
者
様

着
流
し
で
お
茶
を
い
た
だ
く
男
前

占
い
者
忖
度
す
る
の
が
ち
ょ
う
ど
よ
い

タ
バ
コ
屋
の
看
板
娘
喜
寿
祝
い

宇
宙
か
ら
旅
の
招
待
近
未
来
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竹原アジサイまつり 
第 6 回 

 

2019.6.8～7.7 

イベント開催：6 月 16 日（日）9：00～竹原神社境内 

 
アジサイ苗プレゼント 新鮮野菜どれでも 100 円市 

ANAK コンサート 足湯もあります 

竹原アジサイまつり 第 6 回 2019.6.8～7.7 

イベント開催：6 月 16 日（日）9：00～竹原神社境内 
アジサイ苗プレゼント 新鮮野菜どれでも 100 円市 

ANAK コンサート 足湯もあります 

 

連絡先：090-9015-5476（高田） 

連絡先：090-9015-5476（高田）竹原区 連絡先：090-9015-5476（高田）竹原区

　　0299-48-1111　内線 1234
編集・発行 小美玉市役所企画調整課

この広報紙は、環境に優しい植物油インキで印刷しています。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。

次回広報おみたま 6月号の発行日は 6月 13 日（木）です。

　４月６日（土）、四季の里および四季文化館（み
の～れ）において、小美玉さくらフェスティバル
2019 が開催されました。天候に恵まれた当日は、
たくさんの人で賑わっていました。会場内では、
イベントを楽しみながら、満開となった桜を見上
げて、写真を撮る人の姿も多く見られました。


